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クイック分析 
ファイルをより簡単に、素早く分析します。新しいクイック分析機能では、テンプレートを選択し、ファ
イルを選択するだけで分析を開始できます。クイック分析では新規プロジェクトを作成する必要はあり
ませんが、新規プロジェクトを作成するという選択肢はこれまで通り存在します。 
ユーザーがテンプレートとファイルを選択すると、新しい「クイック分析プロジェクト」が作成されま
す。プロジェクト名には選択したテンプレートの名前が使用されます。 

 

 
 
ラウドネスのオフセット 
ラウドネス計測の開始にオフセットを選択できるようになりました。これにより、ファイルの先頭に存
在する 1kHzのトーン等をスキップできます。オフセットは「hh:mm:ss:ff」または「hh:mm:ss:msec」
の形式で入力する必要があります。ラウドネスはファイルの最後からのみ計測されます。 
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平均音声位相 
ファイル全体の音声位相（Audio Phase）の平均値を提供します。チャンネル毎に 1 つの値です。しき
い値を設定する際に、比較するチャンネルを選択できます。 

 
 
 
EXRと TIFF連番ファイルに対応 

 

 

 
レポートの保存先をユーザー定義の場所へ 
PDFレポートをユーザーが決めた場所へコピーできるようになりました。リポジトリとしてアクセスで
きる場所に限ります。 
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DCPを認識して正しい表示に 
これまでは、DCPを認識してもIMFとして表示されていました。今回のアップデートにより、DCPはIMF
パッケージとして表示されますが、IMFではなくDCPとしてラベル付けされて表示されるようになりまし
た。 

 
 
 
サイドカーXMLファイルを使用したDolby Vision HDR分析 
以前のバージョンでは、Dolby Vision HDR情報はビデオファイルにエンベデッドされている必要があり
ましたが、これは通常のDolby Visionワークフローに沿ったものではありませんでした。最終配信とし
てのJPEG2000のDolby Visionファイルに至るまで、ワークフロー内ではビデオファイルとサイドカー
XMLが、あらゆる段階で一緒についてまわります。QScanはDolby Vision HDR情報をサイドカーXMLか
ら読むことができるようになりました。サイドカーXMLと参照するビデオファイルは同じ名前である必
要があります。 
 

    

EditShareのメディアスペース設定が容易に 

EditShareユーザー向けに、メディアスペースがQScanから簡単に設定できるようになりました。ユー
ザーは、メディアスペースのホストマシンのIPアドレスと認証情報を入力し、ネットワークの設定時に
目的のメディアスペースを選択します。 
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EditShareのメディアスペース認証の設定 

 
 
ドロップダウンリストからメディアスペースを選択 

 
 
 
映像ビットレートの計算が正確に 
以前のバージョンでは、映像ビットレートのしきい値を全体のビットレートと比較した時に、映像ビッ
トレートが誤って計算されていました。これが修正され、正しい結果を提供するようになりました。 
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